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学校だより
令和６年９月２７日

考える子 元気な子 助け合う子

掃
１１月の行事予定 除

1 金 ○

2 土
3 日 文化の日
4 月 振替休日

5 火 臨時オンライン朝会 ○
５時間授業火①～⑤

6 水 ②③３・４年海の子文庫 ○
読み聞かせ

7 木 おはなし朝の会 ○

8 金 ○

9 土
10 日
11 月 ⑥５・６年生委員会 ／

ワックスがけ 口座振替日
12 火 ○

13 水 ○

14 木 学習発表会① ○
①②１年③④２年⑤⑥５年

15 金 学習発表会② ○
①②３年③④４年⑤⑥６年

16 土
17 日
18 月 ⑥４・５・６年生クラブ ／

19 火 ○

20 水 代表委員会 ○

21 木 ○

22 金 ○

23 土 勤労感謝の日
24 日
25 月 県民の日学校閉校日

26 火 ○

27 水 ○

28 木 午前４０分授業 ○
地震避難訓練

29 金 ５時間授業 ／
オンライン朝会 人権講話

30 土

今後の状況により変更することがあります

運動（スポーツ）を楽しむ

９月に入っても暑さ指数（WBGT)が３１以上ある日

が続きました。年々、この時期も屋外で運動すること

が出来ない日が増えています。そんな影響もあり、今

年度の運動会は昨年度より二週間遅らせ、１０月１２

日に開催する予定で、準備を進めています。

子どもたちが考えた運動会のス

ローガンは「心を燃やせ 全力の

戦い 勝利をつかめ！！」です。

今年度も「全力」という言葉が入

っています。今の自分の力を最大

限出し切ることで、「一人ででき

る」「みんなでできる」を増やすこ

とができます。運動会という機会に、自分の全力に挑

戦してほしいと思っています。もちろん人によって、自

分の全力は違います。また、やってみようと一歩踏み

出す気持ちも違います。自分なりの参加方法、自分な

りの全力で、運動（スポーツ）を楽しんでほしいと思い

ます。とはいっても、運動会の種目は、勝ち負けがあ

り、勝利を目指して練習をします。だから、勝つとうれ

しい、負けたら悔しい、そんな思いを味わうことも大

切です。でも、勝つ、負けるという結果の前に、「やっ

てみる」「全力を出す」ことが大切だと考えています。

走ることが得意な子、苦手

な子、集団行動が得意な

子、苦手な子、さまざまで

す。どの子にも勝ち負けや

記録にとらわれすぎて運動

を嫌いになってほしくない、

運動（スポーツ）を楽しむ気持ちを味わってほしいと

思っています。運動は、健康の保持増進や体力の向

上だけでなく、爽快感や達成感、仲間との連帯感等を

味わうことなど多くの効果があります。子どもたちに

は、生涯にわたって運動（スポーツ）を楽しむことがで

きる素地をつくってほしいと考えています。運動会も

その機会の一つにしてほしいと思っています。

現在、健康・安全に留意して運動会の準備を進め

ています。暑さや雨天などで思うように進まないのが

現状ですが、子どもたちが運動（スポーツ）を楽しむ

姿を温かい目で応援していただけると幸いです。一

人一人違う子どもたちがそれぞれの力を全力で発揮

する姿を見ていただければと思っています。

保護者、地域の皆様には、子どもたちにたくさんの

声援をお願いいたします。合わせて、観覧席では、全

ての皆様が気持ちよく観覧できますようご協力をお

願いいたします。

校長 山中 信子



始業式・ウェルビーイングの魔法
９月２日（月）は台風１０号の影響も心配されましたが、２学期の始業式を行う

ことができました。また、９月になったとはいえ、“真夏のような残暑”のため、各
教室へのリモート配信で行われました。校長先生からは、「ウェルビーイングの
魔法、幸せをつくる４つの心」についてお話がありました。「やってみようの心」
「ありがとうの心」「なんとかなるの心」「ありのままの心」をもつことで、「幸せは
自分で作ることができる」という内容でした。少し表現を変えてみると「自己実現と成長」「つながりと感
謝」「前向きと楽観」「独立と自分らしさ」 これらの4つの因子を満たすことで、人は幸せになれる、という
考え方です。
幸せを作る４つの心には、多様な生き方を認める、色々な人とつながる、新しい機会を得るなどの「独

立性」と、人と協調する、他者の幸せを考えるなどの「協調性」が表されています。「自分と人を大切にす
る」ということです。２学期は日頃の学校生活だけではなく、「運動会」「学習発表会」「校外学習」など「ウェ
ルビーイングの魔法」を使う機会が多くありそうです。

ＰＴＡ秋の環境美化作業
９月７日（土）に「ＰＴＡ秋の環境美化作業」が行われました。暑さのた

め、９時から参加の一般会員の方も常任委員の方と同様に８時から３０分
間ほどの活動も可能として実施されました。運動場では体育の授業や陸
上部の練習の妨げとなる草を抜き、河和保育所東の水田では、９月１７
日（火）に実施する２年生の稲刈りに向け、草払い機８台を使って畦に
生い茂った草を刈ることができました。暑い中、ＰＴＡの常任委員さん
や一般会員の方々も含め１００名以上が参加していただきました。あり
がとうございました。

車椅子バスケットボール
９月１０日（火）の２時間目に車椅子バスケットボールチームWorld B

asket Ball Clubから竹内厚志選手と竹中久雄選手が来校し、２年生と交流
会が行われました。日本福祉大学の安藤佳代子先生の進行で、各選手の車椅
子バスケットボールを始める経緯を話していただいたり、競技への質問が
行われたりしました。車椅子バスケの車椅子は、正面から見ると車輪が八の
字に取り付けられていることや、足を乗せるステップの全面にバンパーが取り付けられていること、肘掛
けがないことなど一般的な車椅子との違いを教えていただきました。実際に、選手が操る車椅子の旋回す
るスピードや切れが速く、児童の目前でターンしたり、切り替えしたりする動きに児童は目を白黒させて
いました。競技用の車椅子の運動性能と選手の技能に驚かされました。
児童の「どうやったら、パスやドリブルがうまくなるのですか」との質問に「一言で言えば“練習”です。ド

リブルやパスでは、手だけではなく、腕や上半身全体の動きや力を使えるようにトレーニングをします。ま
た、相手の手が届かない位置にボールを持ったり、車椅子をコントロールして移動したりする練習をしま
す」と答えていただきました。下肢に障害がある選手からの「練習です」の言葉には説得力がありました。

児童会役員選挙
９月１７日（火）に翌日９月１８日（水）の６時間目に開催する「児童

会役員選挙」のリハーサルが行われました。立候補者は、９月３日（火）
から５日（木）までに立候補届に推薦責任者１名と推薦者１０名の記名を
して届け出が完了します。その後、ポスター作成、大放課や昼放課に各学
級で演説を行うなどの選挙活動に入ります。選挙管理委員会は４年生以上
の学年で各学級２名が選出されます。選挙の公示を学級に伝える、立ち会
い演説会での司会進行の役割を分担する、当日は開票をするなどの仕事があります。校長先生か
ら「自分の時間を使って立候補者は選挙活動を行い、選挙管理委員会は投開票の準備をしていま
す。“やってみようの心”があります」と、お話がありました。真剣に演説会や投票が行われ、９
月２４日（月）のオンライン朝会で令和６年度後期の児童会役員が認証されました。

プラネタリウム
９月１３日（金）は、６年生が校外学習で「名古屋市科学館」を訪れ

ました。修学旅行や野外教育活動を除くと５年ぶりとなる大型バスに乗車
しての校外学習となりました。各フロアには「生命のひみつ」「人体のふ
しぎ」「生活のわざ」「物質・エネルギーの世界」「最先端科学とのふれあ
い」など様々なテーマの展示かあり、鑑賞したり体験したりできます。内径が35メートルあり、ギネスブッ
クに世界最大として登録されているプラネタリウムでは「地球から宇宙へ」をテーマに鑑賞しました。太
陽と月と地球の関係、太陽系のしくみ、そして広大な宇宙の姿にふれ、宇宙の中の人間について考える内
容でした。宇宙から自分のことを考えてみる視点は、もっていたいと思います。


